




































































































































ollaboration in Innovation and Educational Practice
授業者からもウーフの気持ちを問う発問がなされた。
その際、ワークシートが用いられた。まずは、ワーク
シートに書くことで子どもたちの思考が促される。そ
してこれにより、全体で交流する際にも、意見を言い
やすくなるのである。
　授業後の研究協議会では、登場人物の気持ちを理解
させるためには、どのような「動作化」を行う必要が
あったのかについて議論がなされた。本授業では、１
組の児童が「動作化」を行ったが、もっと多くの子ど
もに「動作化」を体験させてもよかったのではないか、
「動作化」した子ども自身に気持ちを発言させてもよ
かったのではないか、気持ちを考えさせたあとに「動
作化」を行わせた方が、より「動作化」が気持ちを想
像するものとして位置づけられたのではないか、など
の提案や疑問が出された。
　また子どもたちの発言をどのようにつないでいくの
か、という観点からも議論がなされた。授業中、児童
同士で疑問を出し合う場面が見られたこと、「ちゃん
とおへそ向けて話聞こうや」などと注意を促し合えて
いたことなど、クラス全体で話し合いを行う雰囲気が
作られていたことが指摘された。このように、研究協
議会では活発な意見交換が行われ、１つの授業で扱わ
れた教育方法の是非が議論された。
⑵　��体制
　このような授業研究を行っていく背景には、充実し
た田井小学校の研究体制がある。ここでは、田井小学
校の研究体制の特徴の中でも、特に２点を挙げたい。
　１点目は、授業観察シートの配布である。研究授業
の際には、授業開始前に、児童の名前が書かれた座席
表が配布される。これには児童の名前の下に空欄が設
けてあり、児童の学習の様子を記入できるようになっ
ている。またこのシートの裏側には、前時に児童が書
いた意見や感想が、同じく座席表となって記されてい
る。このシートにより、前時までに個々の児童がどの
程度作品の理解を進めているのかを把握することがで
きるとともに、各児童の思考の様子を随時把握し記入
できるようになる。またこのシートは、次に記す２点
目の特徴によって、さらに効果を発揮することができる。
　２点目の特徴とは、特定の児童を観察するしくみで
ある。学年ごとに、１つの班の児童の様子を書きとめ
ることになっている。そのため、授業者の目の行き届
かない場面であっても、授業参観を行う教師によって
学習の様子が細かに記録されるのである。またこの体
制で授業を参観することによって、研究協議会におい
ても、学年ごとに同じ子どもの学習の様子をもとに議
論を行うことが可能となる。実際、研究協議会では、
「私たちが見た○班の△さんは、・・・」と各学年から
特定の児童の様子が報告される。
　以上のように、田井小学校では、１人の教師の研究
授業に対して、全校の教師が協力しながら、協議を行
う仕組みが作られているのである。
３．ま�め
　ここまで見てきたように、田井小学校の授業研究は、
子どもたちの様子を全校の教師の協力によって見取る
ことができるためのしくみが整えられていると言えよ
う。私たちは、この田井小学校の授業研究に参加する
ことによって、児童の様子にもとづきながら授業研究
を行うことの重要性を再認識することができる。多く
の場合、授業を参観する際に特定の児童の様子を観察
すること、具体的には全体交流の際に発言する児童や、
観察の際、観察者の目の前にいる児童の様子は観察し
やすい。一方でそれ以外の児童の様子にまで目を届け
ることはむずかしい。この点に関して、田井小学校で
は授業観察シートが配布され、さらには各学年で特定
の児童を観察するしくみをとることによって、すべて
の児童の様子に目を届かせることができる。このよう
に児童の様子を報告し合うことは、教員の児童の様子
を見取る目を培うことにつながるだろう。またこのこ
とによって、共同研究者にとっても、授業者のねらい
と子どもの様子を関連づけることできる。教師側のね
らいだけではなく、子ども側からの授業の様子を理解
することができるからである。
　今後の課題は、教師の願いに沿いながら授業に参観
することである。研究者として発達途上にいる大学院
生にとって、授業研究に関わらせていただけることは、
非常に貴重な経験である。しかしながら、今回は授業
後の研究協議会の場ではじめて授業者のねがいを知る
ことができた。今後は、そのねらいを生かした指導案
の検討にも参加させていただくことで、より深く教師
のねがいを理解することを目指したい。
　2011年度は、国語科に焦点を当てた研究の４年目に
入る。多忙を極める中で、教師のねがいに沿いながら、
どのように共同研究を行っていくのか、また共同研究
を通してどのように院生の授業研究の力量を形成して
いくのか、今後も課題として取り組んでいきたい。
（文責：山本　はるか）
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